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１　

は
じ
め
に

岐
阜
県
は
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、

県
内
は
大
き
く
南
北
に
２
つ
の
地
域
に
区
分
さ
れ
ま

す
。
県
庁
所
在
地
が
あ
る
南
部
の
美
濃
地
域
は
、
広

大
な
濃
尾
平
野
に
木
曽
三
川
（
木
曽
川
、
長
良
川
、

揖
斐
川
）
が
流
れ
、
特
に
長
良
川
中
流
域
は
「
日
本

の
名
水
百
選
」に
選
ば
れ
る
ほ
ど
美
し
い
清
流
で
す
。

一
方
、
北
部
の
飛
騨
地
域
は
、
奥
穂
高
岳
や
乗
鞍
岳

な
ど
、
標
高
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山
々
が

連
な
っ
て
お
り
、
毎
年
多
く
の
登
山
客
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。

２　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

「
山
ガ
ー
ル
」
や
「
山
ボ
ー
イ
」
の
言
葉
が
誕
生

先進・ユニーク条例【解説】

岐阜県では、登山者による事前準備の徹底及
び山岳遭難の防止を図ることを目的とし「北
アルプス地区における山岳遭難の防止に関す
る条例」を制定した（条例第47号として平
成26年7月15日公布、同年12月1日施行
予定）。条例により、北アルプス地区（岐阜
県側）の山岳に登山しようとする者は、登山
の届出が義務付けられることとなる。

岐阜県

す
る
な
ど
、
近
年
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
登
山
人
気

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
山
岳
遭

難
事
故
も
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
本
県
で

は
、
山
岳
遭
難
防
止
の
た
め
、
岐
阜
県
警
や
地
元
山

岳
遭
難
対
策
協
議
会
、
近
隣
県
な
ど
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
登
山
者
に
対
し
て
安
全
登
山
の
呼
び
か
け

を
行
う
と
と
も
に
、
登
山
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
過
去
の

遭
難
箇
所
を
明
示
し
た
登
山
マ
ッ
プ
を
作
成
・
配
布

す
る
な
ど
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
25
年
の
遭
難
件
数
は
93
件
、
遭
難
者
数
は
１
１
４

人
と
過
去
最
高
に
達
し
、
10
年
前
と
比
較
す
る
と
、

と
も
に
２
倍
を
超
え
る
と
い
う
大
変
憂
慮
す
べ
き
状

況
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
本
県
の
県
議
会
で
も
会
派
を
問
わ

ず
、
更
な
る
山
岳
遭
難
防
止
対
策
の
必
要
性
が
指
摘

岐
阜
県
北
ア
ル
プ
ス
地
区
に
お
け
る 

山
岳
遭
難
の
防
止
に
関
す
る
条
例
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さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
登
山
届
の
義
務
化
や
入

山
料
の
導
入
に
つ
い
て
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
山
岳
遭
難
防
止
に
資
す
る
規
制
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
過
度
に
規
制
コ
ス
ト
を
か
け
る

こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
、
か
つ
公
平
な
規
制

の
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
、平
成
26
年
１
月
に「
岐

阜
県
山
岳
遭
難
防
止
対
策
研
究
会
」
を
設
立
し
、
山

岳
団
体
や
救
助
関
係
者
、
山
小
屋
経
営
者
、
学
識
経

験
者
な
ど
と
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

同
研
究
会
で
は
、「
登
山
の
自
由
へ
の
最
大
限
の

配
慮
が
必
要
」
と
の
意
見
を
い
た
だ
く
一
方
、「
県

内
の
遭
難
事
故
の
約
６
割
を
占
め
る
北
ア
ル
プ
ス
で

は
、
技
術
不
足
や
準
備
不
足
の
登
山
者
に
よ
る
無
謀

な
登
山
が
多
発
し
て
い
る
」、「
安
全
な
登
山
の
た
め

に
は
、
事
前
の
入
念
な
計
画
が
８
割
を
占
め
る
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
、
重
要
な
要
素
」、「
北
ア
ル
プ
ス
の
遭

難
者
の
約
６
割
し
か
登
山
届
を
提
出
し
て
お
ら
ず
、

義
務
付
け
の
根
拠
と
な
る
県
条
例
を
制
定
す
べ
き
」

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
研
究
会
で
の
議
論
を
通
し
て
、
登
山
届
は
そ
の

作
成
を
通
し
て
山
岳
の
情
報
を
十
分
に
把
握
し
、
行

程
や
必
要
と
な
る
食
糧
、
装
備
品
の
準
備
が
可
能
と

な
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
北
ア
ル
プ
ス
の
中
で
も
山

岳
遭
難
事
故
が
多
い
蒲
田
川
筋
地
区
を
対
象
に
、
登

山
届
を
義
務
化
す
る
条
例
を
制
定
す
る
よ
う
、
作
業

を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
入
山
料
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
登
山
口
が

多
く
、
膨
大
な
徴
収
コ
ス
ト
を
要
す
る
こ
と
や
、
隣

県
か
ら
入
山
す
る
方
へ
の
対
応
な
ど
課
題
が
多
く
、

導
入
は
困
難
と
判
断
し
、
見
送
り
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
関
係
者
や
近

隣
県
、
国
の
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
山
岳
遭
難
事
故
が
こ

れ
以
上
増
加
し
な
い
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
意
識
し

な
が
ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
方

の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
平
成
26

年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
平
成
26
年
岐
阜
県
議
会
第
３
回
定
例
会
に
条

例
案
を
上
程
。
審
議
の
結
果
、
平
成
26
年
７
月
に
全

会
一
致
で
可
決
成
立
し
、
現
在
、
平
成
26
年
12
月
１

日
の
施
行
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

３　

条
例
の
概
要

本
県
の
条
例
は
８
条
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
条
は
「
目
的
」。
山
岳
遭
難
事
故
の
増
加
は
、

登
山
者
の
家
族
及
び
関
係
者
に
深
い
悲
し
み
を
与
え

る
の
み
な
ら
ず
、
捜
索
救
助
活
動
に
従
事
す
る
者
に

と
っ
て
も
多
大
な
労
力
を
要
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

登
山
者
に
よ
る
事
前
準
備
の
徹
底
と
山
岳
遭
難
の
防

止
を
図
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

第
２
条
は
「
定
義
」。
第
１
項
で
は
、
条
例
の
対

象
地
域
（
以
下
、「
北
ア
ル
プ
ス
地
区
」）
を
定
め
て

い
ま
す
。

第
２
項
で
は
、
条
例
の
対
象
と
な
る
登
山
者
の
要

件
を
定
め
て
い
ま
す
。
北
ア
ル
プ
ス
地
区
へ
の
登
山

者
の
う
ち
、
捜
索
救
助
を
行
う
者
や
山
小
屋
従
事
者

な
ど
は
対
象
か
ら
外
し
ま
し
た
。　
　
　

第
３
項
で
は
、
登
山
活
動
団
体
の
定
義
を
定
め
て

い
ま
す
。

第
３
条
は
「
県
の
責
務
」。
第
１
項
で
は
、
北
ア

ル
プ
ス
地
区
の
山
岳
に
関
し
注
意
す
べ
き
情
報
に
つ

い
て
、
登
山
者
へ
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
。

第
２
項
で
は
、
登
山
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
、
山

岳
遭
難
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
に
つ
い
て
、
登
山
者

へ
の
周
知
に
努
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

第
４
条
は
「
登
山
者
の
責
務
」。
第
１
項
で
は
、

山
岳
の
特
性
や
自
ら
の
技
能
及
び
健
康
状
態
を
勘
案

し
、
綿
密
な
登
山
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
登

山
時
は
計
画
に
基
づ
い
た
装
備
品
を
携
帯
す
る
こ
と
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を
定
め
て
い
ま
す
。

第
２
項
で
は
、
登
山
中
、
気
象
状
況
や
体
調
な
ど

の
変
化
を
把
握
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
安
全
な
行
動
に

努
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

第
３
項
で
は
、
登
山
に
関
す
る
情
報
の
内
容
を
十
分

に
理
解
し
た
上
で
登
山
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

第
５
条
は
「
登
山
の
届
出
」。
第
１
項
で
は
県
に

届
け
出
る
必
要
が
あ
る
項
目
と
し
て
、

一　

登
山
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
及
び
年
齢

二　

登
山
の
期
間
及
び
行
程

三　

装
備
品
、
飲
料
水
及
び
食
糧
の
内
容

四　

緊
急
時
に
お
け
る
連
絡
先

五　

無
線
等
の
通
信
手
段
の
状
況

六　

山
岳
へ
の
登
山
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
団
体
等

へ
の
加
入
の
有
無
及
び
当
該
団
体
等
の
名
称
等

七　

山
岳
遭
難
者
の
捜
索
救
助
費
用
に
充
て
る
た

め
の
保
険
へ
の
加
入
の
有
無
及
び
当
該
保
険
の

名
称

の
７
項
目
を
定
め
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
入
念
な

登
山
計
画
を
作
成
す
る
た
め
に
は
必
要
な
項
目
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
ア
ル
プ
ス
地
区
は
、
富
山
県
・
長
野
県

両
県
か
ら
登
山
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
登
山
者
の
利
便
性
の
観
点
か
ら
、
届
出
が
必
要

な
前
述
の
７
項
目
に
つ
い
て
、
富
山
県
若
し
く
は
長

野
県
の
行
政
機
関
又
は
規
則
で
別
途
定
め
る
登
山
活

動
団
体
に
届
け
出
た
場
合
、
本
県
へ
の
届
出
と
み
な

す
こ
と
を
併
せ
て
定
め
て
い
ま
す
。

第
２
項
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
複
数
の
登

山
者
が
同
じ
行
程
で
登
山
す
る
場
合
は
、
登
山
届
を

ま
と
め
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
。

第
６
条
は
「
事
務
の
委
託
」。
登
山
届
の
受
理
、

内
容
確
認
は
、
こ
れ
ま
で
地
元
の
「
岐
阜
県
北
ア
ル

プ
ス
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会（
以
下「
北
ア
遭
対
協
」）

が
自
主
的
に
実
施
し
、
山
岳
遭
難
事
故
発
生
時
の
捜

索
救
助
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

条
例
の
施
行
に
よ
り
、
登
山
届
は
県
の
公
文
書
と

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
山
岳
遭
難
事
故
発
生

時
の
捜
索
救
助
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
ま
た
、
条
例
を
運
用
す
る
た
め
に
は
、
登
山
口

で
の
登
山
届
の
受
付
や
回
収
業
務
な
ど
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
事
務
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
も
登
山

届
に
係
る
事
務
の
一
部
を
知
事
が
指
定
す
る
者
に
委

託
で
き
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

第
７
条
は
「
過
料
」。
登
山
届
を
提
出
せ
ず
、
又

は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
北
ア
ル
プ
ス
地
区
に
登
山
し

た
者
は
５
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
冬
山
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
４
月
16
日
か

ら
11
月
30
日
ま
で
の
間
は
、
過
料
の
適
用
区
域
を
北

ア
ル
プ
ス
地
区
の
中
で
も
特
に
危
険
な
「
西
穂
高
岳

か
ら
奥
穂
高
岳
の
区
域
」、「
滝
谷
区
域
」、「
穴
毛
谷

区
域
」
の
３
区
域
に
限
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
登

山
時
期
に
よ
り
過
料
の
適
用
区
域
を
変
更
す
る
こ
と

で
、よ
り
危
険
な
場
所
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
、

登
山
者
に
注
意
を
促
す
た
め
で
す
。

な
お
、
登
山
届
の
提
出
を
義
務
付
け
る
条
例
は
富

山
県
（
昭
和
41
年
）、
群
馬
県
（
昭
和
42
年
）
に
次

い
で
全
国
３
例
目
と
な
り
ま
す
が
、
両
県
の
条
例
で

は
罰
則
を
、
罰
金
又
は
科
料
（
刑
罰
）
と
規
定
し
て

い
る
の
に
対
し
、
本
県
は
過
料
（
行
政
罰
）
に
と
ど

め
て
い
ま
す
。
本
県
の
条
例
は
両
県
に
比
べ
広
範
な

エ
リ
ア
を
対
象
と
し
、
登
山
者
数
も
多
く
、
登
山
届

の
管
理
の
難
易
度
が
高
く
な
る
こ
と
、
更
に
、
昨
今

「
登
山
の
自
由
」
に
対
す
る
配
慮
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
た
結
果
、
過
料
が
望
ま

し
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

第
８
条
は
「
委
任
」。
条
例
施
行
に
必
要
な
事
項

の
規
定
を
規
則
に
委
ね
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

附
則
に
は
本
条
例
の
施
行
日
を
平
成
26
年
12
月
１

日
と
す
る
こ
と
、及
び
第
７
条
（
罰
則
）
の
規
定
は
、

施
行
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
超
え
な
い
範

囲
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
登
山
の
自
由
を
最
大
限
尊
重
し
た
も
の

で
あ
り
、
施
行
と
同
時
に
罰
則
を
適
用
す
る
の
で
は

な
く
、
条
例
施
行
か
ら
２
年
以
内
の
間
に
、
登
山
者

や
遭
難
者
の
動
向
及
び
登
山
届
の
提
出
状
況
に
よ
り

判
断
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効

先進・ユニーク条例
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果
は
大
き
く
２
つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
１
つ
目

は
登
山
者
自
ら
に
よ
る
事
故
発
生
の
防
止
で
す
。
登

山
届
の
作
成
は
自
分
の
技
術
や
体
力
に
合
っ
た
計
画

づ
く
り
と
必
要
な
装
備
品
な
ど
事
前
の
準
備
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
り
、
届
出
を
義
務
付
け
る
こ
と
で
準

備
不
足
に
よ
る
遭
難
事
故
の
防
止
が
期
待
で
き
ま

す
。
２
つ
目
は
危
険
箇
所
の
明
示
で
す
。
届
出
義
務

の
課
さ
れ
る
対
象
地
域
へ
の
登
山
は
十
分
な
注
意
を

要
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
登
山
時
期
に
よ
り
過
料

の
適
用
を
変
更
し
、
更
に
危
険
な
地
域
が
あ
る
こ
と

を
明
確
に
示
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
万
が
一
の
遭

難
事
故
に
も
素
早
い
対
応
が
可
能
と
な
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

４　

条
例
を
基
に
し
た
こ
れ
ま
で
の
取
組

条
例
の
制
定
を
契
機
に
、
北
ア
ル
プ
ス
地
区
に
お

け
る
山
岳
遭
難
防
止
の
指
導
体
制
を
更
に
強
化
す
る

た
め
、
北
ア
遭
対
協
と
連
携
し
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
が

本
格
化
す
る
平
成
26
年
７
月
19
日
以
降
、
新
穂
高
登

山
指
導
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
指
導
セ
ン
タ
ー
」）
に

指
導
員
を
増
員
し
ま
し
た
。
登
山
客
が
多
く
訪
れ
る

土
日
祝
日
に
、
指
導
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
、
条
例
の

普
及
啓
発
や
登
山
届
の
提
出
の
呼
び
か
け
、
さ
ら
に

は
装
備
面
の
指
導
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、
県
内

の
主
要
な
登
山
口
に
お
い
て
、
山
岳
遭
難
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
条
例
の

周
知
を
兼
ね
て
、
秋
山
シ
ー
ズ
ン
に
も
延
長
す
る
な

ど
、
安
全
登
山
の
普
及
啓
発
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
登
山
届
の
届
出
環
境
の
整
備
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
従
前
か
ら
、
本
県
で
は
登
山
口
に
お

け
る
登
山
届
ポ
ス
ト
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
も
あ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
届
出
が
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協

会
が
管
理
運
営
す
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
登
山
届
受
理

シ
ス
テ
ム
「
コ
ン
パ
ス
」
の
活
用
に
向
け
、
平
成
26

年
８
月
27
日
、
同
会
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

の
協
定
で
は
、
コ
ン
パ
ス
に
提
出
さ
れ
た
登
山
届
を

本
県
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
加
え
、

登
山
届
出
項
目
に
つ
い
て
、
本
県
の
条
例
で
規
定
す

る
項
目
に
コ
ン
パ
ス
の
届
出
項
目
を
合
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
県
も
、
コ
ン
パ
ス
に
よ
る
届
出
を

県
へ
の
届
出
と
み
な
す
よ
う
規
則
に
規
定
し
、
隣
県

か
ら
本
県
に
入
山
す
る
登
山
者
が
コ
ン
パ
ス
に
よ
り

提
出
し
た
登
山
届
も
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

新穂高登山指導センター

山岳遭難防止キャンペーン



47◆自治体法務研究 2014・冬

北
ア
ル
プ
ス
（
岐
阜
県
側
）
の
登
山
に
係
る
オ
ン

ラ
イ
ン
届
出
シ
ス
テ
ム
は
北
ア
遭
対
協
も
運
用
し
て

お
り
、
現
在
、
条
例
の
施
行
に
向
け
て
シ
ス
テ
ム
の

改
修
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
登
山
届
の
事
前
作
成

を
推
進
す
る
上
で
も
、
コ
ン
パ
ス
と
と
も
に
、
北
ア

遭
対
協
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
届
出
を
推

奨
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

５　

課
題
と
今
後
の
展
望

登
山
を
通
し
て
、
雄
大
な
自
然
が
も
た
ら
す
非
日

常
の
空
間
を
満
喫
し
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
登
山
そ
の
も
の
は
基
本
的
に
は
国
民
の
共
有
財

産
で
あ
る
『
山
』
を
楽
し
む
行
為
で
あ
り
、
原
則
と

し
て
、
誰
に
も
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
ど

も
も
是
非
と
も
多
く
の
方
々
に
北
ア
ル
プ
ス
の
大
自

然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
登
山
は
自
然
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
が

故
に
、
時
に
は
そ
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
、
生
命
の
危
険

が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
も
決
し
て
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
今
回
、
山
岳
遭
難
防
止
に
資
す
る
規
制

の
在
り
方
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、「
登
山
者
の
生
命
・

安
全
を
守
る
こ
と
」及
び
、登
山
者
が
有
し
て
い
る「
登

山
の
自
由
を
尊
重
す
る
こ
と
」
の
い
わ
ば
相
反
す
る

事
項
を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
る
の
か
が
大
き
な
論

点
と
な
り
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
山
岳
遭
難
事
故

の
多
い
北
ア
ル
プ
ス
の
特
定
地
区
に
お
い
て
登
山
届

の
提
出
を
義
務
付
け
る
条
例
を
選
択
し
ま
し
た
。

条
例
を
７
月
に
制
定
し
て
以
降
、
関
係
者
か
ら
は
、

「
施
行
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
登
山
届
の
提
出
状
況
は
良

く
な
っ
た
」
と
の
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
岐
阜
県

側
の
北
ア
ル
プ
ス
に
お
け
る
山
岳
遭
難
件
数
（
累
計

ベ
ー
ス
）
も
制
定
前
の
上
半
期
は
前
年
同
期
を
上
回

る
ペ
ー
ス
で
し
た
が
、
下
半
期
に
入
り
減
少
に
転
じ

て
い
ま
す
（
平
成
26
年
８
月
時
点
）。
こ
う
し
た
点
で

は
、
条
例
の
効
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

一
方
、
山
中
で
の
急
な
天
候
変
化
や
体
調
変
化
な

ど
は
登
山
届
の
作
成
時
点
で
は
予
想
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
登
山
届
の
作
成
だ
け
で
は
山
岳
遭
難
事
故
を

完
全
に
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

山
岳
遭
難
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
入
念
な
計
画

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
早
出
早
着
」
な
ど
余
裕
の

あ
る
日
程
確
保
や
、
的
確
か
つ
迅
速
な
状
況
判
断
な

ど
多
岐
に
渡
る
取
組
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
、普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
登
山
に
対
す
る
知
識
や
モ
ラ
ル
の
向
上
も

大
切
で
す
。
安
全
登
山
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

な
ど
を
通
し
て
、
登
山
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

と
と
も
に
、
登
山
者
自
ら
の
技
術
・
装
備
レ
ベ
ル
に

合
っ
た
山
で
あ
る
の
か
事
前
に
判
断
し
て
も
ら
う
た

め
、北
ア
ル
プ
ス
地
区
内
の
山
々
を
対
象
と
し
た「
難

易
度
情
報
」
な
ど
に
つ
い
て
も
整
備
を
進
め
、
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

６　

お
わ
り
に

去
る
９
月
27
日
に
発
生
し
た
御
嶽
山
の
噴
火
で
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
、
及
び
そ
の
ご
家
族
の
方
々
に
謹
ん

で
お
悔
や
み
と
犠
牲
者
の
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

関
係
自
治
体
と
し
て
は
今
回
の
噴
火
災
害
を
教
訓

と
し
て
様
々
な
火
山
防
災
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
、
行
方
不
明
者

の
把
握
や
犠
牲
者
の
身
元
確
認
と
い
う
点
で
は
、
登

山
届
の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

本
県
で
は
山
岳
遭
難
防
止
の
み
な
ら
ず
火
山
防
災

対
策
の
面
で
も
登
山
届
の
提
出
が
重
要
で
あ
る
と
改

め
て
認
識
し
、
10
月
８
日
、
登
山
届
の
提
出
促
進
に

向
け
た
方
策
を
検
討
す
る
「
活
火
山
登
山
届
出
促
進

検
討
チ
ー
ム
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
本
県
に
は
御
嶽

山
の
他
に
も
焼
岳
、
白
山
、
乗
鞍
岳
、
ア
カ
ン
ダ
ナ

山
の
４
つ
の
活
火
山
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
火
山
へ
の
登
山
者
に
対
し
て
も
登
山

届
の
提
出
を
促
す
有
効
な
対
策
を
取
り
急
ぎ
検
討
し

て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

岐阜県マスコット
キャラクター
「ミナモ」

先進・ユニーク条例


